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苦
楽
を
共
に

　
　
　
歩
ん
で
き
た

 
　
　
　
　
　
夫
婦
の
50
年
第62回熊日金婚夫婦表彰

宮川
卓 さん

（有安区）
イツ子 さん

榮
次德 さん

（西寒野区）
ミチエ さん

和田
勝也 さん

（横田区）
友子 さん

■ 

夫
婦
２
人
で
共
に
歩
ん
だ

50
年
を
表
彰

　

９
月
８
日
（
火
）・
９
日
（
水
）
町

役
場
本
庁
舎
で
、
第
62
回
熊
日
金
婚
夫

婦
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
熊
本
日
日

新
聞
社
の
主
催
で
昭
和
45
年
に
結
婚
し

た
町
内
の
31
組
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
た
め
、
表
彰
者
を
数
組
に
分
け
て
実

施
さ
れ
た
今
年
の
表
彰
式
で
は
、
同
社

の
福
田
寿
夫
事
業
部
長
が
表
彰
者
代
表

の
宮
川
卓
さ
ん
・
イ
ツ
子
さ
ん
夫
婦

（
有
安
区
）
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈

呈
。
奥
名
克
美
町
長
が
「
結
婚
50
周
年

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
喜
び
も
悲
し
み
も
共

に
携
え
、
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
50
年
で
は

な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
町

へ
の
温
か
い
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
つ
つ
、
皆
さ
ん
の
ご
長
寿
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

記
念
品
を
受
け
取
っ
た
表
彰
者
代
表

の
宮
川
さ
ん
夫
婦
が
「
結
婚
し
て
早
50

年
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
も
健
康
に
留
意

し
な
が
ら
、
夫
婦
２
人
で
楽
し
い
日
々

を
送
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
日

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。



Public Relations KOSA
October 20203

布田
蓉市郎 さん

（上田口区）
久美子 さん

平野
啓治 さん

（世持区）
千鶴子 さん

福永
精一 さん

（浅井区）
由美子 さん

佃
良太郎 さん

（上早川三区）
千鶴子 さん

葉山
壽幸 さん

（津志田区）
益美 さん

下田
光雄 さん

（上早川三区）
妙子 さん

緒方
雄二郎 さん

（下横田区）
三代子 さん

姫野
三郎 さん

（上早川一区）
康子 さん

中村
東次 さん

（府領区）
イツ子 さん

宮崎
和友 さん

（船津区）
洋子 さん

福島
敏昭 さん

（浅井区）
露子 さん

米原
希一 さん

（上早川二区）
伸子 さん

櫛山
勝輝 さん

（早川区）
貞子 さん

渡邊
民雄 さん

（糸田区）
早苗 さん

緒方
市郎 さん

（糸田区）
正子 さん

※掲載をご希望されたご夫婦のみご紹介しています。（行政区順に掲載）
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　町では、今後10年のまちづくりの方向性を
示す第７次甲佐町総合計画の基本構想を策定
しました。
　令和元年12月より、町民参加のワークショッ
プや関係団体などでつくる策定委員会で意見
交換や審議を進めてきたこの基本構想は、令

和３年度からの10年間を計画期間として本町
の将来を展望し、その実現に向けての基本的
な考え方を表すものです。
　本町の新たなまちづくりの指針となる基本
構想を知って、まちの未来像について考えて
みましょう。

▲第７次甲佐町総合計画の３層構造

甲
佐
の
ま
ち
づ
く
り

第
７
次
甲
佐
町
総
合
計
画

■
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
最
上
位
の
計
画

　

第
７
次
甲
佐
町
総
合
計
画
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
12
年
度
ま
で
の
10
年

間
を
計
画
期
間
と
す
る
長
期
計
画
で
、
本
町
の
最
上
位
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ

ま
す
。
こ
の
計
画
は
、「
基
本
構
想
」
と
「
基
本
計
画
（
前
期
・
後
期
）」、「
実

施
計
画
」
の
３
つ
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
策
定
さ
れ
た
基
本
構
想
は
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
町
政
の
総
合

的
・
計
画
的
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

基本構想

基本計画
（前期・後期）

実施計画

まちづくりの基本理念と目指す将来像を示し、
政策の基本的な方向性を定めたもの

基本構想実現のため、目標に対する現状と課題
解決に向けた具体的な施策を示すもので、計画
期間は前期５年（令和３～６年度）・後期５年
（令和７～12年度）

基本計画を効果的に推進するために、財源的な
裏付けを明確にし事業内容を具体的に示すもの
で、３年間を計画期間として毎年見直しおよび
補正作業を実施
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人と自然が共生し、にぎわいを育む

　　　　　安心・安全・快適を実感できるまち

　　　　　　　　　　　　～花と緑と鮎のまち 甲佐～

まちづくりの基本理念

　私たちのまちには、緑川をはじめとする豊かな自然があり、そこで育ま
れた歴史や文化、人情といった多くの価値あるものであふれています。
　先人たちが残してきた自然と共にある暮らしを大切にしつつ、町内外か
ら人が集う活気あふれるまち―。住民１人ひとりが日々の暮らしに幸せを
感じ、ずっと住み続けたくなるまち―。
　町では、そんな新しいまちづくりを皆さんといっしょに進めていきます。

目指すまちの将来像

１. 地域資源を生かし、活力にあふれ、にぎわうまち

　魅力ある地域資源を活用した交流人口・関係人口の拡大や若者が活躍
できる新たな産業の創造・育成などを通して、活気に満ちたにぎわいが
あふれるまちの実現を目指します。
　　▶ 政策１「産業の振興」

２. 自然と共生し、安全・安心・快適に暮らせるまち

　自主防災組織への支援などを通して自然災害に強いまちづくりを進め、
地域と連携して子育て支援や介護予防活動の充実を図り、いつまでも安
心して暮らせるまちを目指します。　  ▶ 政策２「都市基盤の整備」
　　▶ 政策３「生活環境の整備」　   ▶ 政策４「健康・福祉の向上」

３. 人を育み、交流するまち

　地域の協力も得ながら教育内容の充実を進めるとともに、未来の甲佐
町を担う人材を育成します。また、郷土の芸術・文化活動などを通して、
たくさんの国や地域の人とつながり合うまちを目指します。
　　▶ 政策５「教育・文化の向上」

４. みんなで協働してつくるまち

　地域リーダーなどの人材育成を通して地域コミュニティの活性化を図
り、みんなで協力しながら新たな甲佐のまちづくりに取り組むとともに、
住民サービス向上のための効率的な行財政基盤の構築を図ります。
　　▶ 政策６「協働による施策の推進」

●お問い合わせ先　　町企画課　TEL 096-234-1115

❖特集・第７次甲佐町総合計画
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町
民
の
皆
さ
ん
が
町
に
納
め
る
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
は
、

私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
お
金
が
ど
の
く
ら
い
使
わ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
今
月
号
で
は
、
令
和
元
年
度
決
算
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

決
算
状
況

令和元年度

■ 

令
和
元
年
度
実
質
収
支
額
は

３
億
４
５
２
３
万
円
の
黒
字

　

本
町
の
令
和
元
年
度
一
般
会
計
歳
入
の
決
算

額
は
、
90
億
６
６
７
６
万
円
で
、
昨
年
と
比
較

し
て
10
億
７
３
０
４
万
円
（
約
10
・
６
㌫
）
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
一
般
会
計
歳
出
の
決
算
額

は
、
86
億
５
９
６
８
万
円
で
、
前
年
度
対
比
で

は
６
億
６
７
５
２
万
円
（
約
７
・
２
㌫
）
の
減

少
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
該
年
度
の
歳
入
額
と
歳
出
額
の
差
額
か
ら

翌
年
度
の
繰
越
額
（
事
業
の
繰
越
し
で
翌
年
度

に
使
う
経
費
）
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、

３
億
４
５
２
３
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

決
算
額
の
主
な
減
少
要
因
は
、
災
害
公
営
住

宅
整
備
事
業
や
震
災
復
旧
対
策
経
営
体
育
成
支

援
事
業
な
ど
の
熊
本
地
震
関
連
事
業
費
が
減
少

し
た
た
め
で
す
。

　

決
算
額
を
、
町
民
１
人
当
た
り
で
計
算
す
る

と
収
入
は
、
86
万
１
１
２
２
円
で
す
。

　

こ
の
内
訳
を
見
る
と
、
町
税
や
各
種
使
用
料

な
ど
町
が
直
接
受
け
取
る
自
主
財
源
が

16
万
８
１
６
３
円
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県
か

ら
の
補
助
金
、
町
の
借
金
で
あ
る
町
債
な
ど
の

依
存
財
源
が
69
万
２
９
５
９
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
町
民
１
人
当
た
り
の
支
出
は
、

82
万
２
４
５
９
円
で
す
。

　

歳
出
の
性
質
別
内
訳
に
つ
い
て
は
、
投
資
的

経
費
（
普
通
建
設
事
業
費
等
）
が

34
億
７
２
７
７
万
円
（
40
・
１
㌫
）、
義
務
的
経

費
（
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
）
が

28
億
５
８
４
５
万
円
（
33
・
０
㌫
）、
そ
の
他
の

経
費
（
補
助
費
、
物
件
費
、
ほ
か
）
が

23
億
２
８
４
６
万
円
（
26
・
９
㌫
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
目
区
的
別
内
訳
は
、
民
生
費
が
20
億

円
４
５
９
０
万
円
（
23
・
６
㌫
）、
土
木
費

11
億
７
０
９
７
万
円
（
13
・
5
㌫
）、
総
務
費
・

災
害
復
旧
費
な
ど
そ
の
他
の
経
費

54
億
４
２
８
１
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■令和元年度一般会計・特別会計歳入歳出額

一
般
会
計

歳入項目 歳　入　額 町民１人当たり

自
主
財
源

町 税 ９億4,366万円 89,625円

繰 入 金 ２億7,273万円 25,902円

分担金・負担金 6,736万円 6,397円

そ の 他 ４億8,685万円 46,239円

依
存
財
源

地 方 交 付 税 23億3,741万円 221,998円

国 庫 支 出 金 20億1,589万円 191,460円

町 債 17億602万円 162,031円

県 支 出 金 ９億4,217万円 89,483円

そ の 他 ２億9,467万円 27,987円

合　　計 90億6,676万円 861,122円

歳出項目 歳　出　額 町民１人当たり

民 生 費 20億4,590万円 194,311円

土 木 費 11億7,097万円 111,214円

総 務 費 11億4,843万円 109,073円

災 害 復 旧 費 10億8,088万円 102,657円

教 育 費 10億1,260万円 96,172円

公 債 費 ７億7,507万円 73,613円

衛 生 費 ４億8,455万円 46,021円

消 防 費 ３億778万円 29,231円

商 工 費 ３億705万円 29,162円

農林水産業費 ２億4,977万円 23,722円

議 会 費 7,668万円 7,283円

合　　計 86億5,968万円 822,459円

特
別
会
計

会　計　名 歳　入　額 歳　出　額

国 民 健 康 保 険 14億8,211万円 14億5,740万円

介 護 保 険 16億207万円 15億1,187万円

後期高齢者医療 １億4,819万円 １億4,644万円

会　計　名 収益的収入 収益的支出

水 道 事 業

１億6,017万円 １億5,094万円

資本的収入 資本的支出

9,922万円 １億4,225万円
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地方交付税
23億3,741万円

町税
9億4,366万円

繰入金
2億7,273万円
3.0％

自主
　財源

依存財源

その他
4億8,685万円

その他
2億9,467万円
3.3％

国庫支出金
20億1,589万円
22.2％

県支出金
9億4,217万円

分担金・負担金
6,736万円
0.7％

10.4％

80.5％

18.8％

10.4％

25.8％

5.4％
19.5％

町債
17億602万円

衛生費
4億8,455万円

3.6％

消防費
3億778万円

9.0％

5.6％

土木費
11億7,097万円
13.5％

農林水産業費
2億4,977万円　
2.9％

民生費
20億4,590万円
23.6％

議会費
7,668万円  0.9％

商工費
3億705万円
3.5％

公債費
7億7,507万円

教育費
10億1,260万円

総務費
11億4,843万円
13.3％

11.7％

災害復旧費
10億8,088万円
12.4％

■令和元年度決算に係る財政健全化判断比率

■令和元年度決算報告

 【歳入項目の説明】
●町税　町民税や、会社の法人税など
●繰入金　基金を取り崩して受け入れたものなど
●分担金および負担金　町が行う特定の事業に
よって利益を受ける人から徴収されるもの

●その他（自主財源）　施設使用料や証明書発行
手数料、預金利子や前年からの繰越金など
●地方交付税　一定の住民サービスが出来るよう
に、各市町村の実情に応じて国から交付される
もの
●国庫支出金　事業を行うための国からの負担金
や補助金
●町債　道路など社会資本整備のための借金
●県支出金　事業を行うための県からの負担金や
補助金
●その他（依存財源）　国から配分される地方譲
与税や利子割交付金、ゴルフ場利用税交付金な
どの各種交付金

一般会計歳出総額

86億5,968万円

一般会計歳入総額

90億6,676万円

　上の一覧表は、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」によ
る指標で、財政健全化判断比率の４指標を用いて町財政の実態を明ら
かにします。
　本町では、「実質赤字比率」、「連結実質赤字比率」については、一

般会計および特別会計で赤字額がないため、比率はありません。
　令和元年度の本町の財政状況は、上の一覧表から分かるように、国
が示した「早期健全化基準」および「財政再生基準」を下回っており、
健全な状態であると言えます。

区分 本町の健全
化判断比率

早期健全化
基　　　準

財 政 再 生
基　　　準 備考

実 質 赤 字 比 率 ― 15.0 20.0 一般会計などを対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率
連結実質赤字比率 ― 20.0 30.0 全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率
実質公債費比率 6.4 25.0 35.0 一般会計などが負担する元利償還金などの標準財政規模に対する比率
将 来 負 担 比 率 55.1 350.0 ― 一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率

 【歳出項目の説明】
●民生費　老人福祉や児童福祉、障がい者福祉な
ど、町が行う福祉事業全般にかかる経費

●土木費　町道、河川維持や整備にかかる経費
●総務費　町の運営や財産の管理に使った経費
●災害復旧費　災害の復旧のための経費など
●教育費　義務教育にかかる経費や、公民館活
動・保健体育活動など社会教育にかかる経費

●公債費　町債を毎年返済するための経費
●衛生費　町民の健康のための経費や、ごみ、し
尿などの処理にかかる経費

●消防費　消防組合・消防団の運営にかかる経費
や、防災にかかる経費

●商工費　商工業振興や観光対策にかかる経費
●農林水産業費　各種農林業振興のための経費や、
農道などの維持や整備にかかる経費

●議会費　町議会の開催や運営にかかる経費
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８
月
30
日
（
日
）
交
通
安
全
協
会

乙
女
支
部
（
長
野
静
雄
支
部
長
）
が

校
区
内
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
の
清

掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
協
会
は
、
登
下
校
す
る
児
童
ら

の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
２
学
期
が

始
ま
る
前
の
こ
の
時
期
に
毎
年
実
施

し
て
お
り
、
13
人
が
通
学
路
に
設
置

さ
れ
た
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
モ
ッ
プ
で

磨
い
た
り
、
成
長
し
た
夏
草
の
除
去

を
し
た
り
し
て
、
交
差
点
の
視
界
を

確
保
し
ま
し
た
。

　

清
掃
活
動
に
参
加
し
て
５
年
に
な

る
と
い
う
長
野
さ
ん
（
府
領
区
）
は

「
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
交
通
安
全

を
守
る
取
り
組
み
を
今
後
も
続
け
て

い
き
た
い
で
す
」
と
汗
を
拭
い
な
が

ら
話
し
ま
し
た
。

　８月26日（水）甲佐中学校で「甲佐町未
来塾」が開塾しました。
　同塾は、地域の中学生の学力および地域の
教育力の向上を図ることを目的に開塾。地域
の大学生や元教員などの地域の協力を得て、
同中（永瀨善久校長）の生徒に学習機会を提
供するために町教育委員会が主催。学習支援
の調整役を担うコーディネーターを中心とし
て、元教員などで構成される学習支援員と学
校が連携しながら、今年度末までに全22回、
数学と英語に取り組みます。

コロナ禍に苦しむ地元を支援
「私の地元応援募金」贈呈式

通学路の交通安全を守る      
交通安全協会乙女支部カーブミラー清掃活動

地域の協力で学力向上   
甲佐中で「甲佐町未来塾」が開塾

▼奥名町長に寄付金の目録を手渡す日野支社長（中央）

▲リモートで行われた開塾式に参加した甲佐中生徒ら

▼

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
の
清
掃
を
行
う
参
加
者
ら

　

９
月
１
日
（
火
）
町
長
室
で
、

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
の

日
野
研
太
熊
本
支
社
長
が
、
奥
名

克
美
町
長
に
寄
付
金
を
手
渡
し
ま

し
た
。

　
「
地
元
の
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
し
て
各
地
の
自
治
体
や
企

業
・
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
地
域

活
性
化
に
取
り
組
む
同
社
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
支
援
を
必

要
と
し
て
い
る
団
体
な
ど
に
「
私

の
地
元
応
援
募
金
」
を
贈
呈
し
て

お
り
、
今
回
、
県
内
16
の
市
町
村

が
支
援
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
募
金
は
、
同
社
従
業
員
が
自

身
と
ゆ
か
り
が
あ
る
自
治
体
や
団

体
に
対
し
て
行
っ
た
募
金
に
、
同

社
の
寄
付
を
上
乗
せ

し
て
贈
る
も
の
で
、

全
国
の
約
１
２
０
０

の
自
治
体
や
非
営
利

団
体
な
ど
が
同
社
か

ら
支
援
を
受
け
ま
し

た
。

　

目
録
を
受
け
取
っ

た
奥
名
町
長
は
「
本

町
で
も
、
飲
食
店
経

営
者
を
は
じ
め
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
苦
し
ん
で
い
る
町

民
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
あ
り
が

た
く
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」
と
感
謝

を
述
べ
ま
し
た
。
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　９月15日（火）白旗小学校でカヌーを使った
授業が行われ、同小（前川和宏校長）の６年生が
慣れないパドルを懸命に動かしました。
　新型コロナウイルスの影響で、夏休みが大幅に
短縮となり、例年行われていたキャンプ体験など
も中止となった子どもたちに、夏の楽しい思い出
をつくってもらいたいと同小の教員が企画。
　町が所有するカヌーを活用し、同小２～６年生
が学年ごとにカヌーを使った今年最後のプールを
楽しみました。
　児童らはパドルの扱い方を学んだあと、ライフ
ジャケットやヘルメットを着用し、カヌーに乗っ
て練習。プールに作られた特設コースで、２組に
分かれてリレー形式で速さを競いました。
　カヌー体験ははじめてと話す木下倖乃さん（北
早川区）は「まっすぐ進むのが難しかったです。
リレーは皆で協力して楽しめました」と笑顔。酒
井月輝さん（芝原区）は「夏休みは短かったけど、
楽しい思い出ができてよかった」と嬉しそうに話
しました。

　９月５日（土）令和２年度「くまもと・み
んなの川と海づくりデー」緑川流域一斉清掃
活動が実施されました。
　県内の川と海を守って次代に引き継ぐこと
を目的に、県・町などが主催。町内では、新
型コロナウイルス感染症対策として例年のよ
うな周知はせず、町職員ら有志の約70人が
参加しました。
　参加者は、中甲橋グリーンパーク、麻生原
運動公園、津志田河川自然公園の３会場で、
空き缶など約100㌔のごみを収集しました。

みんなで守ろう！緑川   
くまもと・みんなの川と海づくりデー

▲津志田河川自然公園内の放置ごみを回収する町職員ら

子どもたちに楽しい夏の思い出を   
白旗小児童がカヌー体験

▲白旗小学校のプールを使って行われたカヌー教室で２人乗りカヌーを
使ったリレーで競う同小６年の児童ら

　

８
月
30
日
（
日
）
と
９
月
13
日

（
日
）
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・

ホ
ー
ル
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
が
迫
ら
れ
る
避
難

所
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
学
ぶ
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
研
修
会
は
、
台
風
の
接
近
な
ど

に
よ
る
避
難
所
開
設
に
備
え
、
町
が

町
内
各
地
の
自
主
防
災
組
織
な
ど
を

対
象
に
実
施
。
各
行
政
区
長
な
ど
26

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
保

健
師
が
感
染
症
に
関
す
る
基
礎
知
識

な
ど
を
説
明
し
な
が
ら
、
参
加
者
は

受
付
や
避
難
者
同
士
の
間
隔
の
取
り

方
、
避
難
所
生
活
に
お
け
る
感
染
予

防
策
な
ど
を
実
際
に
体
験
し
な
が
ら

学
び
ま
し
た
。

避難所での感染症対策を学ぶ   
避難所運営研修会

▼

避
難
所
受
付
で
避
難
者
の
検
温
を
体
験
す
る
参
加
者
ら
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国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

町住民生活課　TEL 096‒234-1113( 内線 107)

■ 【
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
関
連
】
傷
病

手
当
金
を
支
給
し
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
国
民
健
康
保
険
ま
た
は

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
ま
た
は
感

染
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
、
そ
の
療
養
の

た
め
に
労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

給
与
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
、
傷
病
手
当
金
を

支
給
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　

次
の
①
か
ら
④
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方

① 

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者

医
療
の
被
保
険
者

② 

お
勤
め
先
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受

け
て
い
る
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
、
ま
た
は
発
熱
等
の
症

状
が
あ
り
感
染
が
疑
わ
れ
る
方

③ 

感
染
ま
た
は
感
染
疑
い
の
症
状
に
よ

り
、
そ
の
療
養
の
た
め
に
労
務
に
服

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
期
間
が

３
日
間
を
超
え
る
方

④ 

労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
期

間
に
対
す
る
給
与
の
支
払
い
を
受
け

ら
れ
な
い
方
（
支
払
い
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
給
与
の
額
が
傷
病
手
当

金
よ
り
少
な
い
場
合
は
、
そ
の
差
額

を
支
給
し
ま
す
）

▼
支
給
額

　

直
近
の
継
続
し
た
３
月
間
の
給
与
収

入
の
合
計
額
を
就
労
日
数
で
除
し
た
金

額
×
（
３
分
の
２
）
×
（
労
務
に
服
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
の
日
数
か
ら

3
日
を
減
し
た
日
数）

※ 

た
だ
し
、
１
日
当
た
り
の
支
給
額
の

上
限
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
期
間

　

令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

の
間
で
労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
期
間

※ 

た
だ
し
、
入
院
が
継
続
す
る
場
合
は

最
長
１
年
６
月
ま
で

▼
必
要
書
類

　

申
請
に
は
、
医
師
の
意
見
書
（
医
療

機
関
を
受
診
し
た
場
合
）
お
よ
び
事
業

主
の
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
事

前
に
町
住
民
生
活
課
ま
で
お
電
話
で
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

不
動
産
公
売
会

町税務課　TEL 096‒234‒1112( 内線 113)

■ 

差
し
押
さ
え
た
不
動
産
を
公
売
し
ま
す

　

町
で
は
、
町
税
な
ど
の
滞
納
処
分
と

し
て
差
し
押
さ
え
た
不
動
産
を
次
の
と

お
り
公
売
し
ま
す
。

■ 

公
売
物
件
お
よ
び
最
低
公
売
価
格

●
売
却
区
分
番
号　

Ｆ
２
０
１

①
宅
地
お
よ
び
工
場
倉
庫
２
棟

・
所
在　

甲
佐
町
大
字
白
旗
字
山
大
道

　
　
　
　

５
番
５

・
宅
地　

５
２
９
・
81
平
方
㍍

・
工
場
倉
庫
（
昭
和
55
年
建
築
）

　
　
　
　
　

❶
１
６
６
・
85
平
方
㍍

　
　
　
　
　

❷
77
・
76
平
方
㍍

※
い
ず
れ
も
長
期
間
未
利
用
で
損
傷
あ
り

※ 

工
場
倉
庫
内
部
へ
の
立
ち
入
り
は
ご
遠

慮
願
い
ま
す
。

▼
最
低
公
売
価
格

　

92
万
円

●
売
却
区
分
番
号　

Ｆ
２
０
２

①
宅
地
お
よ
び
物
置
等
３
棟

・
所
在　

甲
佐
町
大
字
糸
田
字
村
下

　
　
　
　

１
４
６
９
番
４

・
宅
地　

４
２
３
・
57
平
方
㍍

・
物
置
（
建
築
年
月
日
不
明
）

　
　
　
　
　
　

１
０
７
・
08
平
方
㍍

※ 

敷
地
内
に
別
途
２
棟
あ
り
、
い
ず
れ

も
使
用
中
で
す
。

※ 

現
地
確
認
を
ご
希
望
の
場
合
は
必
ず

職
員
が
立
ち
会
い
ま
す
。
希
望
日
の

２
週
間
前
ま
で
に
町
税
務
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▼
最
低
公
売
価
格

　

９
万
円

●
売
却
区
分
番
号　

Ｆ
２
０
３

・
宅
地　

11
・
94
平
方
㍍

・
所
在　

甲
佐
町
大
字
有
安
字
向
川
原

　
　
　
　

７
７
０
番
21

※
雑
草
が
繁
茂
し
た
未
利
用
地
で
す
。

▼
最
低
公
売
価
格

　

２
万
３
千
円

■ 
入
札
に
つ
い
て

▼
入
札
日

　

12
月
３
日
（
木
）

▼
入
札
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

▼
入
札
場
所

　

町
役
場
庁
舎
１
階　

税
務
課
窓
口

▼
決
定
方
法

　

売
却
区
分
番
号
ご
と
に
、
最
高
額
で

入
札
さ
れ
た
方
が
落
札
者
と
な
り
ま

す
。（
た
だ
し
、
最
低
公
売
価
格
以
上

で
の
入
札
に
限
る
）

■ 

重
要
事
項

　

公
売
物
件
は
入
札
前
に
必
ず
現
況
や

公
簿
の
確
認
な
ど
を
お
願
し
ま
す
。
物

件
確
認
中
に
発
生
し
た
事
故
等
に
つ
い

て
、
町
は
一
切
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

新型コロナ感染症患者等
に傷病手当金を支給

詳しくは町住民生活課へお尋ねください
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国
民
年
金

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 104)

健
康
診
断

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 106)

■ 

国
民
年
金
付
加
年
金
保
険
で
将
来

の
受
給
年
金
額
を
増
や
せ
ま
す

国
民
年
金
付
加
年
金
制
度
と
は
、
国

民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
る
方
）
お
よ
び
任
意
加

入
被
保
険
者（
65
歳
以
上
の
方
を
除
く
）

が
、
定
額
保
険
料
に
付
加
保
険
料
を
上

乗
せ
し
て
納
め
る
こ
と
で
、
受
給
年
金

額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

▼
定
額
保
険
料

　

１
万
６
５
４
０
円
／
月
（
令
和
２
年

度
）

▼
付
加
保
険
料

　

４
０
０
円
／
月

■ 

付
加
年
金
額
に
つ
い
て

　

付
加
年
金
額
は
、「
４
０
０
円
×
付

加
保
険
料
納
付
月
数
」
で
す
。
例
え
ば
、

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
、
付
加

保
険
料
月
額
４
０
０
円
を
上
乗
せ
し
て

納
め
た
場
合
、
40
年
間
で
総
額

19
万
２
千
円
を
余
分
に
支
払
う
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
年
金
受
給
時
に
年
額

９
万
６
千
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、

年
金
受
給
開
始
か
ら
２
年
間
で
取
り
戻

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■ 

付
加
保
険
料
を
納
め
る
際
の
注
意

事
項

　

納
め
て
い
た
だ
く
際
、
次
の
点
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
し
込
ん

だ
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

② 
付
加
保
険
料
の
納
期
限
は
翌
月
末
日

と
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

③ 

月
末
が
土
曜
日
、
日
曜
日
、
休
日
な

ど
に
あ
た
る
場
合
お
よ
び
年
末
の
納

期
限
は
、
翌
月
最
初
の
金
融
機
関
な

ど
の
営
業
日
と
な
り
ま
す
。

④ 

納
期
限
を
経
過
し
た
場
合
で
も
、
期

限
か
ら
2
年
間
は
付
加
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑤ 

付
加
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
を
希

望
し
な
い
場
合
は
、
付
加
保
険
料
納

付
辞
退
申
出
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

⑥ 

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
方

は
、
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４

■ 

個
別
健
診
で
自
分
の
体
の
状
態
を

確
認
し
ま
し
ょ
う

　

町
で
は
、
９
月
１
日
（
火
）
か
ら
個

別
健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
７
〜
８

月
に
実
施
し
た
集
団
健
診
を
受
診
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
指
定
医
療
機
関
で
個

別
健
診
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

普
段
か
か
り
つ
け
医
な
ど
で
健
診
を

受
け
ら
れ
て
い
る
方
や
時
間
の
都
合
な

ど
で
集
団
健
診
を
受
け
な
か
っ
た
方
は
、

個
別
健
診
で
自
分
の
体
の
状
態
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

　

個
別
健
診
の
対
象
者
に
は
受
診
券
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
受
診
の
際
は
事
前

の
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
指
定
医
療

機
関
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　

７
〜
８
月
に
実
施
し
た
集
団
健
診
を

受
診
さ
れ
な
か
っ
た
、
令
和
３
年
４
月

１
日
現
在
で
40
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
の
方

※ 

個
別
健
診
の
対
象
者
に
は
、
9
月
１

日
（
火
）
の
行
政
区
配
達
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

※ 

受
診
券
が
送
付
さ
れ
た
方
で
も
、
国

保
の
被
保
険
者
資
格
が
な
く
な
っ
た

場
合
は
、
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

▼
実
施
期
間

　

９
月
１
日
（
火
）
〜
12
月
28
日
（
月
）

▼
健
康
診
査
内
容

　

体
格
検
査
（
身
長
・
体
重
・
腹
囲
・

Ｂ
Ｍ
Ｉ
）、
血
圧
測
定
、
血
液
検
査

（
血
中
脂
質
検
査
・
肝
機
能
検
査
・
血

糖
検
査
・
腎
機
能
検
査
）、
尿
検
査
、

医
師
の
診
察
な
ど

※
が
ん
検
診
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

▼
受
診
料
（
個
人
負
担
金
）

　

１
３
０
０
円

▼
主
な
指
定
医
療
機
関

・
荒
瀬
病
院
（
甲
佐
町
緑
町
３
３
１
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
１

・
谷
田
病
院
（
甲
佐
町
岩
下
１
２
３
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
２
４
８

・
小
屋
迫
医
院
（
甲
佐
町
岩
下
96
‐
１
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
１
６
５

・
桃
崎
整
形
外
科
（
甲
佐
町
緑
町
２
７
５
‐
20
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
5
‐
８
１
１
１

※ 

そ
の
ほ
か
の
指
定
医
療
機
関
に
つ
い

て
は
、
町
住
民
生
活
課
ま
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

付加保険料で受給年金
を増やしませんか

詳しくは町住民生活課へお尋ねください

かかりつけ医などで 
健診が受けられます

詳しくは町住民生活課へお尋ねください



Library
町生涯学習センター図書室からの10月のおすすめ図書

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

公安部のエリート刑事・幣原は、

とある極秘捜査から突然外され

て間もなく、息子の秀樹がテロ

リストに志願したとして逮捕さ

れる。家族からは息子を売った

と疑われ、組織や世間からは身

内から犯罪者を出したと非難さ

れる公安刑事は、家庭と仕事の

危機を乗り切れるのか。読み応

えのある衝撃の社会派長編ミス

テリーです。

双葉社

小説

衝撃の社会派長編ミステリー
中山 七里 著 /『テロリストの家』

ようかいたちのハロウィンパーティーって !?
たかい よしかず 作・絵 /『ようかいむらのどっきりハロウィン』

暮らしを心地よくしてくれるモノを選ぶ

本多 さおり 著 /『モノが私を助けてくれる』

モノを減らすのではなく、モノ

の選び方でラクになる。モノ選

びの５つの心得を示し、家事の

サポーターになってくれるモノ

や、健康を支えるモノ、「子ど

もと楽しく」のそばにあるモノ

など、整理収納コンサルタント

の著者が、実際に使って良かっ

たモノを紹介。日々の暮らしを

心地よくしてくれるモノに出会

うための１冊です。

大和書房

教養娯楽

小学校の頃から読み書きに遅れ

が生じ、中学生で識字障害と診

断。ひきこもりぎみの学生生活

の中でドローンと出会い、全国

大会で優勝するほどの腕前に。

18歳で父と共にドローン操縦・

空撮会社を立ち上げ、行政や企

業からの依頼に応えて活躍。

「できることを伸ばせばいい」

広がる可能性に勇気づけられる

１冊です。

イースト・プレス

一般書

識字障害の少年がドローンパイロットに！
髙梨 智樹 著 /『文字の読めないパイロット』

今日はハロウィンです。ようか

いむらのようかいたちが、おば

けの仮装をして村を回っていま

す。ひとつめこぞうのじろきち

の袋はお菓子でいっぱい。夜に

なると空飛ぶ船で外国のようか

いたちがやってきて、ハロウィ

ンパーティーがはじまりました。

そのあとで…。どっきり、ゆか

いなハロウィンのお話。読み聞

かせにおすすめです。

国土社

児童書

今 ～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
  『びりっかすの神さま』（岡田 淳作）

岩永 光央先生
〔龍野小学校〕

今月の案内人

成績順で席が決まるクラスに転校して
きた始。そこにはびりになると見える
神さまがいた。１番になるより大切な
ことを描いた物語。

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

Library Information

図書室からのお知らせ

■本の入荷について

　図書室では、新刊本や話

題の本など、新しい本を入

荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などありましたら、お知ら

せください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。
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■新型コロナウイルス感染症を 
　拡 大 さ せ な い た め に 
　～予防と対応、人権の尊重を～

　新型コロナウイルス感染症により、

感染が流行している地域への移動を

控えたり、人と人の距離を確保した

りするなど「新しい生活様式」を取

り入れていくことが示されています。

　感染症を拡大させないためには、

感染された方やそのご家族が安心し

て治療を受け、医療や介護など社会

生活を支えるために対応しているす

べての方々が業務に専念できるよう

な社会環境を整えることが必要です。

●感染するかもという心構えを

　手洗いや咳エチケット、マスク着

用などの予防をしっかり行いましょ

う。しかし、どれだけ気をつけてい

ても、感染症は誰でもいつでも感染

する可能性があり、また自分が誰か

に感染させる可能性もあるものです。

　そのため、「自分も感染している

かも」という考えのもと、発熱など

の風邪症状がみられるときは、学校

や仕事を休み、外出を控えることも

大切です。

●人権を尊重しましょう

　不安や恐れから、感染症に関わる

人々を日常生活から遠ざけたり、誹

謗・中傷したりすることは、人と人

との信頼関係や社会のつながりを壊

すことにつながります。

　感染の拡大を抑えるためには、人

権を尊重し、人と人とをつなぐ信頼

関係を築いていくことが重要です。

コッコロ通信 vol.44より抜粋

Public Hall
町公民館からのお知らせ

Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　

健
康
で
豊
か
な
生
き
方
を
応

援
す
る
た
め
町
公
民
館
が
実
施

す
る
「
公
民
館
自
主
講
座
」
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

音
楽
「
オ
カ
リ
ナ
」
講
座
で

は
、
オ
カ
リ
ナ
特
有
の
音
色
を

知
り
、
演
奏
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
目
的
に
現
在
7
人

が
、
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。

糸
田
公
民
館
と
町
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
代
表　

境　

貴
子
さ
ん

　
（
緑
町
区
）

▼
開
催
場
所

　

糸
田
公
民
館
（
火
曜
日
）
と

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
研
修

室
（
日
曜
日
）

▼
開
催
日
時

・
第
２
・
４
火
曜
日　

午
後
７

　

時
〜

・
第
２
・
４
日
曜
日　

午
後
７

　

時
30
分
〜

　

音
楽
「
大
正
琴
」
講
座
で
は
、

大
正
琴
の
演
奏
を
初
心
者
で
も

わ
か
り
や
す
く
学
び
な
が
ら
、

童
謡
や
演
歌
、
懐
か
し
い
曲
た

ち
を
自
由
に
演
奏
し
ま
す
。

　

大
正
琴
は
、
木
製
の
中
空
の

胴
に
2
〜
12
本
の
金
属
弦
を
張

り
、
鍵
盤
を
左
手
で
押
さ
え
て

右
手
の
ピ
ッ
ク
で
弾
き
な
が
ら

演
奏
す
る
、
琴
の
一
種
で
す
。

　

本
講
座
で
は
、
８
人
が
思
い

思
い
の
楽
曲
を
選
ん
で
練
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
町
教
育
委
員
会
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

▼
講
師　

茂
永
教
子
さ
ん

　
（
御
船
町
）

▼
開
催
場
所

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
視

聴
覚
室

▼
開
催
日
時

　

第
１
・
３
土
曜
日　

午
後
１

時
〜
午
後
３
時

「
オ
カ
リ
ナ
」

町
公
民
館
自
主
講
座
⑩

「
大
正
琴
」

町
公
民
館
自
主
講
座
⑪

▲大正琴の演奏を披露する参加

者の皆さん

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）

▲

ＩＴ講習会のご案内

令和２年度生涯学習講座 
「ＩＴ講習会」を開催します

　町教育委員会では、町民の皆さ

んにＩＴ技術に触れていただき、

習得する機会を提供するために

「ＩＴ講習会」を開催します。

　各講座の受講料や開催時間、お

申し込みなどの詳細は、下記まで

お尋ねください。

●開催時期

　９月～11月

●会場

　町生涯学習センター・視聴覚室

●開催講座

１．はじめてのパソコンWindows10

２．Word の基礎と文章作成

３．Excel 基礎から中級

４．Lineアプリの活用講座（終了）

▲昨年の産業文化祭でオカリナ

の演奏を披露する参加者

Public Relations KOSA
October 202013
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❖ 
甲
佐
町
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す

　

甲
佐
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
地
域
の
中
で
生
き
が
い
や
役
割
を

持
ち
、
高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
え
、

地
域
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
る
方

を
養
成
す
る
「
甲
佐
町
介
護
予
防
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
平
成
27
年
か

ら
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
本
年
度
は
定

員
の
30
人
が
受
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
養
成
講
座
は
、
全
８
回
を

予
定
し
て
お
り
、
う
ち
６
回
以
上
受
講

さ
れ
た
方
に
は
、
介
護
予
防
サ
ポ
ー

タ
ー
認
定
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

❖
養
成
講
座
の
内
容

　

本
年
度
の
養
成
講
座
は
、
９
月
28
日

（
月
）
か
ら
令
和
３
年
３
月
15
日
（
月
）

ま
で
の
全
８
回
を
次
の
内
容
で
行
い
ま

す
。

　

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
多
目

的
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
毎
回
午
後
2
時

か
ら
午
後
4
時
ま
で
の
２
時
間
を
使
っ

て
、
介
護
予
防
に
必
要
な
知
識
と
効
果

的
な
運
動
に
つ
い
て
習
得
し
て
い
き
ま

す
。

●
第
１
回
（
９
月
28
日
（
月
））

・ 

講
義
「
甲
佐
町
の
現
状
と
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

・ 
実
技
「
血
圧
測
定
・
問
診
の
取
り

方
」

●
第
２
回
（
10
月
19
日
（
月
））

・ 

講
義
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
に
つ
い
て
」

・
実
技
「
ロ
コ
モ
予
防
の
体
操
」

●
第
３
回
（
11
月
９
日
（
月
））

・
講
義
「
認
知
症
と
は
」

・
実
技
「
頭
の
体
操
２
重
課
題
」

●
第
４
回
（
11
月
30
日
（
月
））

・ 

講
義
「
低
栄
養
と
食
支
援
に
つ
い

て
」

・
実
技
「
血
圧
測
定
・
問
診
表
」

●
第
５
回
（
12
月
14
日
（
月
））

・ 

講
義
「
お
口
の
は
た
ら
き
低
下
予
防

の
コ
ツ
」

・
実
技
「
口
腔
体
操
」

●
第
６
回
（
令
和
３
年
１
月
18
日

（
月
））

・
講
義
「
認
知
症
カ
フ
ェ
に
つ
い
て
」

・
実
技
「
身
体
ほ
ぐ
し
・
脳
ト
レ
」

●
第
７
回
（
令
和
３
年
２
月
15
日

（
月
））

・ 

実
技
「
体
力
測
定
の
測
り
方
と
意

味
」

●
第
８
回
（
令
和
３
年
３
月
15
日

（
月
））

・ 

実
技
「
血
圧
測
定
・
身
体
ほ
ぐ
し
・

い
き
い
き
１
０
０
歳
体
操
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
・
脳
ト
レ
・
口
腔
体
操
」

❖ 

地
域
で
活
躍
す
る
介
護
予
防

サ
ポ
ー
タ
ー

　

町
内
に
は
現
在
、
２
１
０
人
の
介
護

予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
が
お
り
、
そ
の
多
く

が
各
地
域
の
介
護
予
防
活
動
な
ど
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
養
成
講
座
を
通
し
て
学
ん
だ
こ

と
は
、
自
分
自
身
や
ご
家
族
が
介
護
予

防
に
取
り
組
む
と
き
や
、
地
域
の
介
護

予
防
事
業
を
進
め
る
際
に
と
て
も
参
考

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

地
域
の
公
民
館
な
ど
で
、
い
き
い
き

１
０
０
歳
体
操
や
認
知
症
予
防
の
た
め

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
取
り
入

れ
た
介
護
予
防
活
動
に
独
自
に
取
り
組

む
行
政
区
27
団
体
の
活
動
中
心
は
、
介

護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
で
す
。

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
で
き
る
限

り
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

❖ 

元
気
に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

　

介
護
予
防
は
、
寝
た
き
り
な
ど
の
介

護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に

心
身
の
衰
え
を
予
防
・
回
復
し
よ
う
と

す
る
取
り
組
み
で
す
。

　

町
で
は
、
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
開
催
を
通
し
て
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く

り
を
推
進
し
、
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も

元
気
に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Health
健康に関するお知らせ

保
健
師
だ
よ
り

介護 の話

このコーナーでは、町職員である

保健師、管理栄養士、社会福祉士

などが、健康や福祉、介護などに

関する情報をリレー形式でご紹介

します。

今月の紹介者は

町では、地域の介護予防活動を支

援するため、介護予防サポーター

の養成を行っています。介護予防

サポーター養成講座に関するお問

い合わせは、甲佐町地域包括支援

センター（町福祉課内） TEL 096-
234-1114 へお尋ねください。

古閑 裕子 保健師

介

護

予

防

サ

ポ

ー

タ

ー

養

成

講

座

の

ご

紹

介
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Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Child-Care
10月の子育て支援カレンダー

・町健康推進課

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711
・町福祉課

　TEL096-234-1114
・町住民生活課

　TEL096-234-1113

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

10・11月の保健活動

　　10月15日（木）　午前９時

　　11月19日（木）　午前９時

　　10月15日（木）　午前10時

　　11月19日（木）　午前10時

　　10月２日（金）　午前９時20分

　　11月10日（火）　午後１時

　　10月16日（金）　午前９時20分

　　11月10日（火）　午後１時20分

甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

２日（金） 親子で読書

５日（月） ブロック遊び

７日（水） お散歩へ出かけよう

９日（金） 小麦粉粘土遊び

12日（月） 絵合わせ遊び

14日（水） おりがみ遊び

16日（金） 製作遊び（ハロウィン）

19日（月） シール遊び

21日（水） 砂場遊び

23日（金） 絵合わせ遊び

26日（月） どんぐり拾い

28日（水） どんぐりで遊ぼう

30日（金） ハロウィン

 育児相談（電話・面接）
 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育
 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

甲佐保育園 TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園 TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園 TEL096-234-0519

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園 TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所 TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

　

井元 清
きよたか

貴 くん（７カ月）
 父・俊介 さん　母・衣菜 さん

　（上早川四区）

　元気ですくすく

　　　　　　　育ってね♡

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

　町健康推進課

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711



　朝夕に秋の気配が感じられるよう

になり、ウォーキングを楽しみやす

い気候になりましたが、皆さんは、

正しいウォーキングの姿勢をご存じ

でしょうか。

　意識せず

に歩くだけ

でも有酸素

運動として

は良いので

すが、今回

は、より安

全で効果的

に運動して

いただけるよう正しいウォーキング

の姿勢について紹介します。

　次の５点に気を付けて歩いてみま

しょう。

①猫背にならないよう姿勢をよくす

る　②肩の力を抜いて、腕を自然に

振る　③体の軸を意識して上半身が

ブレないようにする　④膝が曲がら

ないようにする　⑤つま先をあげた

状態でかかとを着地させる

　この５点を意識することで、普段

のウォーキングがよりご自身のため

になると思います。ぜひ、実践して

みてください。

福島 聡子さん
〔看護師〕

今月の講師

　甲佐町フィットネスセンター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8712

Fitness
甲佐町フィットネスセンター

正 し い ウ ォ ー キ ン グ 姿 勢 を
身 に 付 け ま し ょ う

▲姿勢よく腕を振り、膝を曲げずかかと

から着地するように歩きましょう

正しいウォーキング姿勢

Town Development
甲佐町まちづくり協議会

・町地域振興課

TEL096-234-1154（内線232）
・（一社）パレット

　Mail
・NIPPONIA 甲佐 疏水の郷

　Mail
URL

■ 
な
つ
か
し
く
て
あ
た
ら
し
い

日
本
の
暮
ら
し
を
体
感

　
「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
」
は
、

全
国
各
地
の
消
え
つ
つ
あ
る
古

民
家
を
起
点
に
、
日
本
の
原
風

景
を
体
感
で
き
る
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
滞
在
の
か
た
ち
を
提
供

す
る
取
り
組
み
で
す
。

　

古
民
家
の
趣
を
残
し
た
宿
泊

施
設
で
、
地
域
の
人
々
と
交
流

し
、
そ
の
土
地
の
文
化
や
生
活

に
触
れ
、
そ
こ
に
息
づ
く
暮
ら

し
を
体
感
す
る
こ
と
。
効
率
化

が
優
先
さ
れ
る
現
代
社
会
の
中

で
、
日
本
人
が
忘
れ
て
い
る
も

の
を
見
つ
け
ら
れ
る
、
な
つ
か

し
く
て
、
あ
た
ら
し
い
、
心
の

郷
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■ 

築
１
３
０
年
の
歴
史
が

息
づ
く
古
民
家
ホ
テ
ル

　
「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
甲
佐 

疏
水
の
郷
」
は
、
商
店
街
の
入

口
に
佇
む
旧
松
永
邸
を
宿
泊
施

設
と
し
て
再
生
さ
せ
た
古
民
家

ホ
テ
ル
で
す
。
築
1
３
０
年
の

木
造
家
屋
に
は
、
質
屋
や
た
ば

こ
店
を
営
ん
で
い

た
建
物
の
歴
史
が

今
も
息
づ
い
て
い

ま
す
。

　

主
屋
と
離
れ
の

２
棟
に
、
合
わ
せ

て
３
つ
の
客
室
を

備
え
た
当
施
設
は
、

「
地
域
と
ゆ
る
や

か
に
つ
な
が
る
縁

側（
え
ん
が
わ
）」

を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
、
滞
在
者
が

地
域
の
方
々
と
ゆ

る
や
か
な
交
流
を

楽
し
め
る
き
か
っ

け
を
提
供
し
ま
す
。

▲古民家を改装して新たに備えつけられた川床のような縁側では、

大井出川を挟んで地域との交流が生まれるつくりになっている

甲
佐
初
の
古
民
家
ホ
テ
ル
「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ

甲
佐
疏
水
の
郷
」
が
11
月
14
日
開
業
！地域とつながる古民家ホテル

（一社）パレット

柴尾 拓郎さん

（一社）パレットでは、

（株）Drawing と 共 に

「ＮＩＰＰＯＮＩＡ甲佐 

疏水の郷」を11月14日

（土）に開業します。

　当施設を起点に「ま

ちの日常」を体験でき

るプログラムを提供し

ていく予定です。ご期

待ください。
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日 月 火 水 木 金 土
9/27

 【日曜当番医】

 谷田病院

9/28

 口座振替日

 （町税務課）

9/29 9/30

 納期限

 （町税務課）

 マイナンバーカード
 交付等夜間窓口

 （町住民生活課）

１

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

２

 ピカピカ１歳教室

 （町総合保健福祉センター）

３

４

 【日曜当番医】

 小屋迫医院

５

 法律相談

 （老人いこいの家）

 ※電話相談のみ対応

６ ７

 国勢調査回答期限

 （町企画課）

８

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

９ 10

11

 マイナンバーカード
 交付等休日窓口

 （町住民生活課）

 【日曜当番医】

 荒瀬病院

12 13 14 15

 ４か月児健診
 ７か月児健診

 （町総合保健福祉センター）

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

16

 すくすく２歳児
 子育て相談

 （町総合保健福祉センター）

17

18

 【日曜当番医】

 谷田病院

19 20

 マイナンバーカード
 交付等夜間窓口

 （町住民生活課）

21 22

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

23 24

25

 【日曜当番医】

 甲佐眼科クリニック

26 27 28

 口座振替日

 （町税務課）

29

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

30

 夜間窓口

 （町税務課）

 マイナンバーカード
 交付等夜間窓口

 （町住民生活課）

31

11/1

 【日曜当番医】

 荒瀬病院

 

11/2

 納期限

 （町税務課）

 法律相談

 （老人いこいの家）

 ※電話相談のみ対応

11/3

 

11/4

 

11/5

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

 

11/6

 

11/7

 

※やむを得ず中止・延期になる場合があります。詳細については、町公式ウェブサイトや防災行政無線などを
　ご確認ください。

Events Calender
甲佐町イベントカレンダー【10月】

Public Relations KOSA
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今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）
●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）
●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711
●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755
●町民センター

　 TEL096-234-2459
●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255
●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423
●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688
●上益城消防署

　 TEL096-282-1955
●御船警察署

　 TEL096-282-1110
●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891
●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）
●県御船保健所

　 TEL096-282-0016
●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

ｉ
【
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
関
連
】

固
定
資
産
税
の
軽
減
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
事
業
収
入
等
が
減
少

し
て
い
る
「
中
小
事
業
者
等
」
が

そ
の
事
業
に
使
用
す
る
家
屋
や
償

却
資
産
に
係
る
令
和
３
年
度
分
の

固
定
資
産
税
を
、
事
業
収
入
等
の

減
少
幅
に
応
じ
て
減
額
し
ま
す
。

※ 「
中
小
事
業
者
等
」
と
は
、
次

の
い
ず
れ
か
の
事
業
者

① 

資
本
金
の
額
ま
た
は
出
資
金
の

額
が
１
億
円
以
下
の
法
人

② 

資
本
金
ま
た
は
出
資
金
を
有
し

な
い
法
人
ま
た
は
個
人
の
場
合
、

常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が

１
０
０
０
人
以
下
の
事
業
者

▼
対
象
者
お
よ
び
軽
減
率

令
和
２
年
２
月
〜
10
月
の
う
ち
、

任
意
の
連
続
す
る
３
カ
月
間
の
事

業
収
入
等
が
、
前
年
同
期
比
50
㌫

以
上
減
少
し
て
い
る
場
合
は
全
額

を
、
前
年
同
期
比
30
〜
50
㌫
未
満

減
少
し
て
い
る
場
合
は
２
分
の
１

を
軽
減
し
ま
す
。

▼
申
告
手
続
き

　

事
前
に
、
認
定
経
営
革
新
等
支

援
機
関
（
税
理
士
、
公
認
会
計
士
、

弁
護
士
、
商
工
会
な
ど
）
か
ら
、

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
の
特
別
措

置
に
関
す
る
申
告
の
確
認
を
受
け

た
上
で
、
町
税
務
課
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
必
要
書
類

・ 

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
の
特
別

措
置
に
関
す
る
申
告
書

・ 

認
定
経
営
革
新
等
支
援
機
関
に

提
出
し
た
書
類
の
写
し

※ 

申
告
書
は
、
町
税
務
課
窓
口
や

町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
申
告
期
間

　

令
和
３
年
１
月
４
日
（
月
）
〜

２
月
１
日
（
月
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
税
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　
　
（
内
線
１
１
２
）

【
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
関
連
】

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
世
帯
主
の
収
入
の
減
少
が

見
込
ま
れ
る
な
ど
、
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
世
帯
は
、
申
請
に
よ

り
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
ま
た

は
免
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
の
詳

細
は
、
町
税
務
課
ま
で
事
前
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
減
免
対
象

　

平
成
31
年
度
９
〜
10
期
分
お
よ

び
令
和
２
年
度
１
〜
10
期
分
の
国

民
健
康
保
険
税

▼
対
象
者

　

次
の
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
世
帯

① 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
世
帯
主
が
死
亡
ま
た

は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
世
帯

② 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
世
帯
主
の
事

業
収
入
等
（
給
与
収
入
、
事
業

収
入
、
不
動
産
収
入
、
山
林
収

入
）
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、
次

に
示
す
項
目
す
べ
て
に
該
当
す

る
世
帯

・ 

世
帯
主
の
事
業
収
入
等
の
い
ず

れ
か
の
減
少
額
（
保
険
金
や
損

害
賠
償
等
に
よ
り
補
填
さ
れ
る

べ
き
金
額
を
控
除
し
た
額
）
が

前
年
の
当
該
事
業
収
入
等
の
額

の
３
割
以
上
で
あ
る
こ
と

・ 

世
帯
主
の
前
年
の
合
計
所
得
金

額
が
１
０
０
０
万
円
以
下
で
あ

る
こ
と

・ 

世
帯
主
の
、
減
少
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
事
業
収
入
等
以
外

の
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が

４
０
０
万
以
下
で
あ
る
こ
と

▼
減
免
の
割
合

・
対
象
者
①
に
該
当
す
る
場
合

　

全
額
免
除

・
対
象
者
②
に
該
当
す
る
場
合

　
（
Ａ
×
Ｂ
／
Ｃ
）
に
世
帯
主
の

前
年
の
合
計
所
得
金
額
に
応
じ
た

減
免
割
合
（
最
大
10
分
の
10
）
を

乗
じ
た
金
額

Ａ 　

当
該
世
帯
の
被
保
険
者
全
員

日 曜 当 番 医
doctor

町税などの滞納処分（８月分）
tax

町からのお知らせについては、

詳しくは町公式サイトをご覧

ください。

URL https://www.town.kosa/lg.jp/
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の
国
民
健
康
保
険
税
額

Ｂ 　

世
帯
主
の
減
少
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
事
業
収
入
等
に
係

る
前
年
の
所
得
金
額

Ｃ 　

世
帯
主
お
よ
び
す
べ
て
の
被

保
険
者
の
前
年
の
合
計
所
得
金

額
▼
申
請
期
限

　

原
則
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険

税
各
期
分
の
納
期
限
ま
で

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
税
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　
　
（
内
線
１
１
２
）

【
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
関
連
】
生
活

困
窮
大
学
生
等
の
た
め
の
給
付
金

　

県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
て

い
る
県
内
の
大
学
生
等
お
よ
び
県

外
に
進
学
し
た
大
学
生
等
の
皆
さ

ん
に
５
万
円
を
給
付
し
、
修
学
の

継
続
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

本
給
付
金
制
度
に
つ
い
て
、
交

付
対
象
や
交
付
要
件
を
次
の
と
お

り
拡
充
し
ま
す
。
詳
細
は
、
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
熊
本
県
生
活
困

窮
大
学
生
等
の
た
め
の
給
付
金
交

付
事
業
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
熊

本
県
生
活
困
窮
大
学
生
等
交
付
金

相
談
窓
口
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
交
付
対
象
の
追
加

　
「
高
等
学
校
（
専
攻
科
）」「
専

修
学
校
（
高
等
課
程
）」「
一
部
の

大
学
校
」
な
ど
を
追
加
し
ま
す
。

　

外
国
人
留
学
生
も
支
援
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

▼
交
付
要
件
の
緩
和

　

交
付
要
件
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
ア

ル
バ
イ
ト
収
入
等
が
減
少
し
た
場

合
を
追
加
し
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
定
時
制
・
通
信
制

高
校
に
在
籍
す
る
生
徒
も
対
象
と

し
ま
す
。

※ 

た
だ
し
、
既
に
本
給
付
金
を
受

給
し
て
い
る
大
学
生
等
は
、
重

複
し
て
申
請
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

▼
申
請
方
法

　

必
要
書
類
を
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
の
上
、
郵
送
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　

11
月
30
日
（
月
）
消
印
有
効

▼
提
出
先

　

〒
８
６
２
‐
８
５
７
０

　

熊
本
県
企
画
課
大
学
生
等
給
付

金
係

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・ 

熊
本
県
生
活
困
窮
大
学
生
等
給

付
金
相
談
窓
口

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
７
３
８

　
（
午
前
９
時
〜
午
後
７
時　

土
・

　

日
曜
日
お
よ
び
祝
日
も
対
応
）

Monthly Information

事件・ 事 故 件 数

８月31日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

９月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention

全国の石橋の９割は九州に、う

ち半数が熊本に有ると言われて

います。甲佐町の石橋も古くから

人々の生活に大きな役割を果たし

てきました。

前回に引き続き、今回も甲佐町

の石橋・眼鏡橋について紹介しま

す。

【尾北の眼鏡橋】（おきたのめがね

ばし）

　東寒野区に所在します。天保元

年（1830年）から天保14年（1843

年）頃に、寒野と美里町名越を結

ぶ主要幹線上にある尾北川を渡る

ために架橋されました。

　加工しやすい溶結凝灰岩（よう

けつぎょうかいがん）を石材とし

た美しいアーチが特徴的です。

　春は桜、秋には彼岸花に彩られ

る景観のいい所にあります。

【堂迫橋】（どうさこばし）

東寒野区に所在します。架橋時

期は不明です。緑川左岸の松の尾

川に架かる小さな橋です。

現在も利用されていますが、上

流側はコンクリートで拡幅されて

おり、路面も舗装されているため

に下流側の川岸から見なければ石

造りのアーチは分かりづらくなっ

ています。

甲佐町の文化財探訪　～第 85回～

古きを訪ねて甲佐町を知る

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課

　 TEL 096-234-2447（内線 322）

「甲佐町の石橋（眼鏡橋）その２」 北里 義友 町文化財保護委員（津志田区）

environmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（８月分）

▲

※単位・㌔ 

▶
尾
北
の
眼
鏡
橋

▶
堂
迫
橋
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Monthly Information

ｉ
ホ
ワ
イ
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動

　

ホ
ワ
イ
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
消
防
車
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
部
分
に
協
賛
企
業
の

ロ
ゴ
を
掲
載
す
る
こ
と
で
、
消

防
・
救
急
活
動
に
必
要
な
資
機
材

が
寄
附
さ
れ
る
も
の
で
、
防
災
支

援
に
お
け
る
官
民
連
携
の
新
し
い

仕
組
み
で
す
。

　

災
害
の
多
様
化
、
複
雑
化
、
地

方
の
過
疎
化
が
進
む
中
で
、
地
域

の
消
防
・
救
急
機
能
の
維
持
は
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

上
益
城
消
防
本
部
で
は
、
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
す
る
こ
と
で
、

消
防
・
救
急
と
い
う
地
域
社
会
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
を
次
世

代
へ
と
繋
ぎ
、
持
続
可
能
な
地
域

社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み

ま
す
。

　

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
益
城
消
防
本
部
総
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
９
５
９

11
月
９
日（
月
）〜
15
日（
日
） 

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

火
災
予
防
運
動
は
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の

普
及
を
図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発

生
を
防
止
し
、
高
齢
者
を
中
心
と

す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
期
間

　

11
月
９
日
（
月
）
〜
15
日
（
日
）

▼
防
災
標
語

　

 

ひ
と
つ
ず
つ
い
い
ね
！
で
確
認

火
の
用
心

▼
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

●
３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

・ 

ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

・ 

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す

●
４
つ
の
対
策

・ 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
報
知
器
を
設
置
す
る

・ 

寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
防
炎
品
を
使
用
す
る

・ 

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す

る
・ 

お
年
寄
り
な
ど
を
守
る
た
め
に
、

隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

※ 
家
庭
や
職
場
、
地
域
ぐ
る
み
で

火
の
用
心
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
益
城
消
防
本
部
予
防
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
９
６
３

こ
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
〜
里
親
制
度
〜

　

10
月
は
里
親
月
間
で
す
。県
内

に
は
、約
８
０
０
人
の
子
ど
も
た
ち

が
、親
の
病
気
や
経
済
的
理
由
、虐

待
な
ど
の
様
々
な
理
由
に
よ
り
、親

令和２年度産業文化祭・第45回熊本甲佐10マイル公認ロードレース大会を中止します
 Information

　豊かな秋の実りと芸術文化を楽し
む「産業文化祭」。11月８日（日）
に開催を予定していた本年度の秋の
イベントは、新型コロナウイルス感
染症の終息が見通せず、来場者の感
染リスクを避ける事が難しいため止
むを得ず中止します。

　また、今冬の10マイル公認ロード
レース大会も、12月６日（日）の開
催に向けて規模縮小なども含めた検
討をしてきましたが、選手・大会関
係者の安全を最優先するため、開催
中止を決定しました。
　来年の開催にご期待ください。

・産業文化祭に関すること　　　・10マイル公認ロードレース大会に関すること

　町農政課　　　　　　　　　　　町社会教育課

　 TEL 096-234-1176                TEL 096-234-2447

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツ＆カルチャークラブ」

  ●スポンジテニス教室＆

　　　　　バドミントン教室

　　

●少年柔道スクール

●卓球教室

●ノルディックウォーキングスクール

●トランポリンスクール

　

●サッカースクール

●女子サッカースクール

●放課後自習室

　■お問い合わせ先

TEL

▼

 

昨
年
の
産
業
文
化
祭（
左
）と
10
マ
イ
ル

公
認
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
の
様
子

トランポリンスクール

参加者の皆さん

トランポリン楽しいよ！
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Monthly Information

の
元
を
離
れ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
「
里
親
制
度
」と
は
、こ
の
よ
う
な

子
ど
も
た
ち
の
養
育
を
お
願
い
す

る
こ
と
で
す
。特
別
な
資
格
や
子
育

て
の
経
験
が
な
く
て
も
大
丈
夫
。数

日
か
ら
の
受
け
入
れ
も
Ｏ
Ｋ
。大
切

な
の
は
、子
ど
も
に
寄
り
添
う
気
持

ち
と
あ
な
た
が
持
つ
豊
か
な
愛
情

で
す
。詳
し
く
は
、「
熊
本
県 

里
親

制
度
」で
検
索
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
子
ど
も
家
庭
福
祉
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
２
８

労

使

紛

争

の

解

決

に

「
あ
っ
せ
ん
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

熊
本
県
労
働
委
員
会
は
、解
雇
や

労
働
条
件
の
変
更
な
ど
、労
働
者
と

事
業
主
と
の
間
に
起
き
た
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て
、自
主
的
な
解
決
が
難

し
い
場
合
に
、３
人
の
委
員
が
話
し

合
い
に
よ
る
解
決
を
お
手
伝
い
す

る「
あ
っ
せ
ん
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

手
続
き
は
簡
単
で
、
費
用
は
無

料
で
す
。
労
働
者
の
方
は
、
正
社

員
で
あ
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず

利
用
可
能
で
、
事
業
主
の
方
も
利

用
で
き
る
制
度
で
す
。

　
「
話
し
合
い
が
進
ま
な
い
」「
早

く
解
決
し
た
い
」
そ
ん
な
悩
み
を

お
持
ち
の
労
働
者
・
事
業
主
の
方
は
、

ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
７
５
３

令
和
２
年
後
期
「
技
能
検
定
」

国
家
試
験
を
実
施
し
ま
す

　

技
能
試
験
は
、
働
く
方
々
の
有

す
る
技
能
・
知
識
を
一
定
の
基
準

よ
り
検
定
し
、
国
と
し
て
証
明
す

る
国
家
検
定
制
度
で
、
技
能
に
対

す
る
社
一
般
の
評
価
を
高
め
、
働

く
方
々
の
技
能
と
地
位
の
向
上
を

目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

技
能
検
定
は
、
職
種
ご
と
に
特

級
〜
３
級
に
区
分
す
る
も
の
と
、

等
級
を
区
分
し
な
い
も
の
が
あ
り
、

実
技
試
験
と
学
科
試
験
に
よ
り
行

わ
れ
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
後
期
技
能
検
定
国

家
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
詳
細
は
、
熊
本
県
職
業
能
力

開
発
協
会
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　

10
月
５
日
（
月
）
〜
16
日
（
金
）

▼
実
施
期
間

　

12
月
４
日
（
金
）
〜
令
和
３
年

２
月
21
日
（
日
）

▼
合
格
発
表

　

令
和
３
年
３
月
19
日
（
金
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
５
‐
５
８
１
８

ｃ
10
月
11
日
（
日
）
〜
20
日
（
火
）

全
国
地
域
安
全
運
動

　

10
月
11
日
（
日
）
は
、「
安
全

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
日
」
で
す
。

「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の

街
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
国
一
斉

の
地
域
安
全
運
動
が
10
月
11
日

（
日
）
〜
20
日
（
火
）
の
日
程
で

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
地
域
住
民
、
行

政
、
各
種
団
体
、
警
察
が
連
携
し

て
犯
罪
の
無
い
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
街
を
つ
く

ろ
う
と
い
う
運
動
で
す
。

　

犯
罪
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
次

の
こ
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

・ 

見
通
し
の
悪
い
場
所
や
夜
暗
い

場
所
な
ど
、
地
域
の
危
険
な
場

所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

も
し
も
の
時
に
備
え
て
、
相
手

か
ら
見
え
や
す
く
手
が
届
く
ラ

ン
ド
セ
ル
や
カ
バ
ン
な
ど
に
防

犯
ブ
ザ
ー
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

・ 

不
審
な
電
話
や
メ
ー
ル
は
、
家

族
や
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

在
宅
時
で
も
留
守
番
電
話
機
能

な
ど
を
有
効
に
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
（
御
船
警
察
署
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ　～10月～
 Event

ご支援ありがとうございます

ふるさと甲佐
応援寄附金

　■お問い合わせ先

TEL

▶

・屋敷　崇徳様　岡山県

・小杉　堅太様　熊本市

・中尾　誠利様　神奈川県

・蜂谷　英明様　東京都

　　　　　　　　　　 ほか

▶令和２年度寄附金額合計
　　　　13,919,000円
　　　　　　（８月31日現在）

 「ボシドラ焼き」
こうさんもん No.4

▶
TEL

「ニラでスープ」
こうさんもん No.5

▶
TEL

▶

URL

　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447

▼

作
品
展
鑑
賞
を
通
し
て
文
化
の

　

秋
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

▶期　間　９月14日（月）～ 11月24日（火）
▶主　催　甲佐町文化協会
▶展　示　甲佐水墨画、楽集会、キルト♡ママ、
　　　　　肥後狂句などの会員作品を展示
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国指定天然記念物「麻生原のキンモクセイ」（開花に伴う今年度のお接待は中止します/ 麻生原キンモクセイ保存会）

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

　

﹇
短
歌
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

竹
山
の
風
に
揺
ら
れ
て
笹
の
音
青
田
の
風
も
心
地

よ
く
吹
く 

白
梅
　
武
人

診
察
を
終
え
て
何
と
か
生
き
れ
そ
う
今
日
の
昼
め

し
旨
々
と
喰
う 

塚
原
　
暁
益

ま
っ
す
ぐ
に
穂
を
つ
け
の
び
る
田
の
稲
は
コ
ロ
ナ

に
負
け
ず
収
穫
を
待
つ 

緒
方
　
明
美

朝
の
陽
に
真
向
か
い
み
れ
ば
キ
ラ
キ
ラ
と
危
険
な

暑
さ
空
に
満
ち
い
る 

吉
永
由
紀
子

炎
天
下
無
観
客
で
の
熱
戦
は
き
っ
と
選
手
の
心
に

残
る 

池
田
キ
ヨ
子

息
子
と
の
佐
俣
の
湯
か
ら
帰
り
道
虹
を
見
か
け
る

良
い
事
あ
り
そ
う 

赤
星
　
文
子

雑
草
の
増
え
た
る
庭
に
出
て
み
れ
ば
家
に
無
い
花

一
つ
生お

え
居お

り 

上
村
や
す
美

路
線
バ
ス
男
性
ば
か
り
と
思
い
し
に
運
転
席
よ
り

女
性
降
り
来
る 

内
田
乃
武
子

そ
れ
ぞ
れ
の
灯あ
か

り
を
笑
顔
囲
み
し
や
最
終
バ
ス
の

窓
よ
り
望
む 

渡
辺
　
幸
士

　

﹇
川
柳
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

　
「
の
ん
び
り
」

の
ん
び
り
と
縁え

ん

に
寝
転
び
も
の
思
う 

日
隈
　
俊
郎

悩
む
の
は
よ
そ
う
の
ん
び
り
昼
寝
す
る 

清
川
み
ど
り

　
「
も
み
じ
」

散
る
も
み
じ
仲
間
同
志
で
連
れ
立
っ
て 

川
村

　
文
子

独
り
来
て
妻
と
来
た
い
な
も
み
じ
狩
り 

渡
辺
　
幸
士

　
﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

う
ろ
う
ろ
　

発
達
し
よ
る
海
の
上 

広
田
み
ど
り

う
ろ
う
ろ
　

鍵
締
め
た
か
い
戸
と
心 

下
山
　
千
恵

う
ろ
う
ろ
　
掘
り
出
し
も
ん
な
見
つ
か
ら
ん 

志
垣
　
　
光

う
ろ
う
ろ
　
子
守
す
っ
と
も
や
お
い
か
ん 

佐
藤
　
　
葵

う
ろ
う
ろ
　
見
合
い
相
手
は
ま
だ
だ
ろ
か 

平
井
や
よ
い

う
ろ
う
ろ
　
今
日
は
あ
ん
た
が
主
演
ば
な 

長
原
　
産
賀

う
ろ
う
ろ
　

勝
手
が
知
れ
ん
新
店
舗 

佐
野
　
　
京

う
ろ
う
ろ
　
タ
イ
ム
セ
ー
ル
に
合
わ
せ
ま
す 

光
永

　
　
六

う
ろ
う
ろ
　

捜
し
あ
ぐ
ね
る
喫
煙
所 

井
元
あ
ざ
み

う
ろ
う
ろ
　
土
産
探
し
も
楽
じ
ゃ
な
い 

日
高

　
美
里

う
ろ
う
ろ
　

二
次
会
の
店
探
し
よ
る 

上
田

　
梅
清

う
ろ
う
ろ
　
東
京
駅
に
ゃ
二
度
と
来
ん 

北
川

　
直
美

う
た
ご
よ
み　

〜 

神
無
月 

〜
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ひとの動き（敬称略）

 住　所 氏　名     性別  保護者

田　口　田上　聖
せ な

七　男　　輝

田　口　遠山　南
みなみ

　　女　　彰

横　田　大城　款
ま こ と

音　男　真　治

芝　原　冨田　理
り つ き

世　男　真　有

仁田子　西本　剛
た け る

琉　男　剛　大

早　川　谷頭　優
ゆ う あ

空　男　竜　太

白　旗　松永　雫
し ず く

玖　女　真　一

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,012 ▲５

女 5,479 ５

計 10,491 ０

世帯数 4,349 ４

令和２年８月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

 住　所 氏　名   年齢  世帯主

豊　内　村上タケ子　91　タケ子

上　揚　藤本　正　　95　　正

田　口　前田　重治　88　テル子

横　田　山科　庸夫　69　　司

仁田子　佐藤　毅　　90　チズ子

有　安　緒方　純一　83　伸　子

岩　下　原　　信子　96　 　子

西寒野　小島　廣　　69　つや子

８月11日（火）～９月10日（木）

作り方

①お米は少なめの水で炊き上げ

ます。

②茹でダコはサッと洗って５㍉

位の厚さに切り分けます。

③ゴボウとニンジンは皮をむい

て千切りにします。この時ゴ

ボウは５分程、水に晒してお

くと良いでしょう。

④シイタケとマイタケも細目に

切りそろえてください。

⑤鍋にゴボウ、ニンジン、キノ

コ類、煮汁用の調味料を入れ

中火にかけます。煮立ったら

弱火にして、蓋をして５分程

煮込みます。

⑥切り分けた茹でダコを加えま

す。煮汁がほぼ無くなったら、

冷ましておきましょう。

⑦お米が炊けたらすし酢と具材

を混ぜ合わせて完成です。

新米混ぜ寿司

ご存じですか？

材　料（４～５人分）

新米　…………………･ ３カップ
茹でダコ　………………･･ 150㌘
ゴボウ　……………………･ １本
ニンジン　………………･ 小１本
シイタケ　…………………･ ３枚
マイタケなど　………･･ １パック
【煮汁】
だし　………………… 1/2カップ
赤酒　……………………… 50㏄
砂糖　…………………･ 大さじ１
塩　…………………… 大さじ1/2
【寿司酢】
酢　………………………･･ 100㏄
砂糖　…………………･･ 大さじ3
塩　…………………… 大さじ2/3

　　　私達が毎日食べるお米に

はどんな栄養があるのかご存じ

ですか？

　お米には、炭水化物、たんぱ

く質、ビタミン、食物繊維など

が含まれています。中でも炭水

化物は、体を動かすために必要

なエネルギーとなります。お茶

碗１杯の白米で、１時間40分

程のウォーキングで消費するエ

ネルギーになるんですよ。

　季節の食材を一緒に味わえる

混ぜ寿司で、実りの秋を楽しみ

ましょう。

　
大
き
な
嵐
が
過
ぎ
去
り
、
季
節
は

秋
の
装
い
に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で

す
。
黄
金
色
に
色
付
く
稲
穂
と
そ
の

脇
で
咲
き
誇
る
曼
珠
沙
華
の
鮮
や
か

な
紅
、
天
に
広
が
る
空
の
紺
碧
が
秋

の
到
来
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　
甲
佐
で
が
ん
ば
る
ひ
と
を
紹
介
す

る
こ
う
さ
ス
タ
イ
ル
。
今
月
号
で
は
、

津
志
田
河
川
自
然
公
園
内
の
耕
作
放

棄
地
な
ど
で
季
節
の
花
を
育
て
、
来

場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
緒
方

秀

さ
ん
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
緒
方
さ
ん
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、

昨
年
の
麻
生
原
の
キ
ン
モ
ク
セ
イ
の

開
花
を
取
材
し
た
と
き
。
た
ま
た
ま

見
つ
け
た
向
日
葵
畑
が
き
っ
か
け
で

す
。
今
年
の
春
に
は
、
緒
方
さ
ん
が

育
て
た
菜
の
花
畑
で
、
町
が
発
行
す

る
移
住
希
望
者
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
表
紙
写
真
を
撮
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
菜
の
花
に
囲
ま
れ
た
幸

せ
そ
う
な
移
住
者
の
家
族
写
真
が
気

に
な
る
方
は
町
地
域
振
興
課
ま
で
お

尋
ね
く
だ
さ
い
ね
。 

（
と
）

編

集

後

記

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

●お詫びと訂正について

　９月号の22ページ「うたごよみ」

肥後狂句・北川直美さんの川柳に記

載誤りがありました。お詫びして訂

正いたします。

　（誤）ニヤニヤ色気の悪ィ聴診器

　（正）ニヤニヤ気色の悪ィ聴診器
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　「
春
の
菜
の
花
畑
や
夏
の
向
日

葵
畑
を
楽
し
む
家
族
連
れ
の
笑
顔

が
見
た
く
て
、
耕
作
放
棄
地
の
植

栽
を
続
け
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
は
じ
け
る
笑
顔
が
一
番
う
れ

し
い
で
す
ね
」
と
話
す
の
は
、
糸

田
資
源
保
全
会
の
緒
方
秀

さ
ん

（
糸
田
区
）。

　「
農
作
業
の
傍
ら
花
畑
の
手
入

れ
を
し
て
い
ま
す
。
苦
労
も
あ
り

ま
す
が
、
毎
年
楽
し
み
に
さ
れ
て

い
る
方
も
多
い
の
で
、
な
か
な
か

止
め
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
苦
笑
す
る

緒
方
さ
ん
は
、
糸
田
地
内
や
津
志

田
河
川
自
然
公
園
内
の
耕
作
放
棄

地
に
地
域
住
民
と
協
力
し
て
季
節

の
花
の
植
栽
を
行
っ
て
い
る
。

　「
10
年
以
上
前
に
な
り
ま
す
が
、

農
家
仲
間
か
ら
一
緒
に
や
ろ
う
と

誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

以
来
、
菜
の
花
畑
と
向
日
葵
畑
の

準
備
を
毎
年
続
け
て
い
ま
す
」
と

緒
方
さ
ん
。

　
今
年
の
春
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、

多
く
の
人
が
津
志
田
河
川
自
然
公

園
を
訪
れ
た
。
河
川
敷
に
広
が
る

菜
の
花
畑
で
は
、
例
年
以
上
に
多

く
の
家
族
連
れ
の
笑
顔
が
見
ら
れ

た
と
い
う
。

　「
今
年
は
菜
の
花
畑
の
中
に
小

道
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
菜
の
花

の
通
路
を
元
気
に
走
り
回
わ
る
姿

を
見
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
休

校
で
不
安
を
感
じ
て
い
た
子
ど
も

た
ち
が
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
た
の

な
ら
、
や
っ
て
良
か
っ
た
な
と
思

い
ま
す
」

　
初
夏
の
長
雨
の
影
響
で
、
今
年

の
津
志
田
の
向
日
葵
畑
は
10
月
上

旬
が
見
ご
ろ
に
な
り
そ
う
だ
と
話

す
緒
方
さ
ん
は
「
季
節
外
れ
で
す

が
、
お
出
か
け
に
は
い
い
か
も
。

ち
ょ
う
ど
キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
開
花

時
期
と
も
重
な
り
ま
す
ね
。
昨
年

か
ら
は
麻
生
原
に
も
向
日
葵
畑
を

準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
キ
ン
モ

ク
セ
イ
観
賞
の
つ
い
で
に
探
し
て

み
て
く
だ
さ
い
」
と
笑
顔
を
見
せ

る
。

　「
花
に
は
人
の
心
を
癒
す
力
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。『
花
と
緑
と

鮎
の
ま
ち
』
を
訪
れ
た
人
が
、
咲

き
広
が
る
花
畑
を
見
て
喜
ん
で
も

ら
え
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
ね
」

と
語
る
緒
方
さ
ん
は
、
ま
ち
を
彩

る
花
々
の
手
入
れ
に
汗
を
流
す
。

2020年（令和２年）10月号
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こうさ広 報

花

の

ま

ち

甲

佐

で

笑
顔
の
花
を
咲
か
せ
よ
う

Kosa
Style
こうさ スタイル

おがた ひでひさ /糸田資源保全

会の一員として、耕作放棄地に

季節の花を植え続けて約10年。

農村の景観維持だけでなく地域

の観光資源として、町内外の多

くの人の目を楽しませている。

緒方 秀 さん
Ogata Hidehisa

〔糸田区〕


